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　第 1 図は掛川－御前崎間の最近 1 年間の上下変動で，第 2 図は水準点 2595 の経年変化である。

季節的変動を繰り返しながら御前崎側が沈下するという従来の傾向が続いているが，季節的変

動の「谷」が今冬は少し前にずれた。

　第 3，第 4 図は静岡県の測量による水準点 2602 － 1，2601 の経年変化であるが，上述の位

相のずれが表われており，これが共通の現象であることを示している。

　第 5 図は沼津（J60）～　静岡（128 － 1）間の上下変動であるが，変化はない。

　第 6 図は駿河湾周辺部の各験潮場間の月平均潮位差である。特筆すべきことはない。

　第 7 図は御前崎精密変歪測量結果である。南北圧縮，東西伸長の結果が得られた。

　第 8，9 図はメコメータによる浜岡地区および小笠地区における放射基線測量結果である。

ほぼ南北方向に近い圧縮が得られており，第 7 図と調和的である。歪変化に特に異常は認めら

れない。
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第 1 図　掛川－御前崎間の上下変動
Fig. 1　Level changes along the route from Kakegawa to Omaezaki.
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第 2 図　水準点 2595（浜岡町）の経年変化
Fig. 2　Height changes of B.M. 2595 in Hamaoka Town relative to B.M. 140-1.
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第 3 図　水準点 2602 － 1（菊川町）および 2601（小笠町）の経年変化（1）
Fig. 3　Height changes of B.M. 2602-1 and 2601 relative to B.M. SF2129 （1）．
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第 4 図　水準点 2602 － 1（菊川町）および 2601（小笠町）の経年変化（拡大図）
Fig. 4　Height changes of B.M. 2602-1 and 2601 relative to B.M. SF2129 （2）．
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第 5 図　静岡～沼津間の上下変動

Fig. 5　Level changes along the route from Shizuoka to Numazu.
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第 6 図　東海地方各験潮場の月平均潮位差

Fig. 6　Differences in monthly mean sea level from tidal station pairs in the Tokai region.
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第 7 図　御前崎精密変歪測量結果
Fig. 7　Results of precise radial base-line strain measurements in the Omaezaki region.
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第 8 図　御前崎（浜岡地区）精密変歪測量結果

Fig. 8　Results of precise radial base-line strain measurements in the Hamaoka region.
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第 9 図　御前崎（小笠地区）精密変歪測量結果
Fig. 9　Results of precise radial base-line strain measurements in the Ogasa region.
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